
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
三
晋
）

一
二
六
（
三
八
六
）

＝
司
◎
慣
額
指
数
構
成
方
法

寺
　
　
島

平

　
　
　
　
ぱ
Ｌ
が
き

　
期
問
的
戊
果
の
確
定
は
当
期
の
損
費
と
収
益
と
を
照
合
す
る
こ
と
に

よ
つ
／
．
明
ら
か
に
せ
ら
れ
る
。
ガ
め
ら
ゆ
ろ
損
益
の
発
生
は
・
結
局
筏
産
・

貧
佼
の
変
勤
を
伴
う
か
ら
、
損
益
勘
定
の
綜
合
的
結
果
は

　
　
　
　
　
　
　
康
爵
－
（
江
“
、
～
十
庫
科
）

の
結
果
と
同
一
で
あ
ろ
。
即
ち
貸
俳
対
照
素
と
損
益
計
算
詳
と
の
純
損

益
が
一
致
し
一
一
、
記
帳
の
正
確
性
を
認
定
す
る
こ
と
の
出
来
不
の
は
複
式

術
記
機
桝
の
本
質
的
特
班
で
篶
る
。

　
さ
て
評
仙
原
則
、
秤
伽
方
法
の
如
何
は
資
芹
、
仙
，
伏
の
側
に
も
撮
菰

の
側
に
も
血
｛
に
重
班
な
形
響
キ
及
ぼ
す
（
川
∴
辿
大
秤
仙
ぱ
架
牢
利

蒜
を
、
辿
小
“
仙
に
秘
箔
献
立
金
を
作
一
く
、
）
こ
と
を
バ
う
と
き
、
閉
工

い
づ
れ
の
企
業
た
る
と
牟
．
間
１
に
ず
、
棚
’
〃
次
＾
昨
に
閉
オ
ゐ
迦
確
な
る
算

定
は
期
問
的
戊
果
計
算
に
重
班
な
心
閑
連
を
も
ハ
、
の
み
な
ら
ず
そ
の
基

本
的
部
分
を
な
ヰ
も
の
で
お
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
企
業
会
計
原
則
に
動
態
論
の
立
場
を
と
り
、
期
問
的
成
果
の
確

認
に
重
点
牟
一
置
く
か
ら
、
箏
ら
以
支
に
某
一
い
一
．
計
算
し
た
収
益
・
費
用

を
発
生
し
た
期
問
に
正
し
く
割
当
プ
円
～
こ
と
に
よ
つ
て
、
年
度
損
益
が
計

算
さ
れ
る
（
狽
益
計
算
箏
原
則
）
の
で
、
肘
産
の
仙
値
的
計
策
要
素
は

軽
祝
さ
れ
、
繰
越
、
こ
れ
た
汽
脈
に
閉
十
、
諦
勘
定
は
、
将
来
の
年
度
に
。

配
分
芦
．
石
べ
く
留
保
さ
れ
た
原
仙
が
大
ガ
ｗ
介
で
あ
ろ
と
い
う
、
、

　
斯
様
に
企
業
会
計
の
巾
心
課
題
が
、
汽
床
詳
仙
よ
い
仰
用
の
期
問
的

配
分
え
の
移
行
は
、
秤
仙
論
に
必
於
的
に
原
仙
（
取
得
原
仙
）
主
義
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

価
〃
化
つ
一
一
．
淋
｝
続
舳
記
妹
方
氷
に
述
叩
か
れ
ゐ
で
あ
ろ
う
、

　
シ
ャ
ウ
プ
榊
〃
…
仙
一
怖
｛
川
の
鮒
〃
一
巾
ハ
、
鮒
川
二
次
－
効
－
∴
Ｈ
の
線
げ
」
杁
…
つ
／
．
、

会
計
理
諭
を
背
最
と
「
し
一
一
、
朴
、
楕
、
一
、
．
れ
つ
上
山
る
税
法
に
ー
よ
れ
ぼ

　
棚
卸
汽
産
と
は
「
商
品
、
原
材
料
、
製
品
、
半
製
品
、
仕
掛
品
、
そ



の
他
棚
卸
を
な
す
べ
き
俗
産
」
　
（
法
第
九
条
ノ
七
）
と
な
し
、

　
「
そ
の
他
棚
卸
を
た
す
べ
き
次
－
産
」
と
は
「
副
帝
師
、
什
揖
品
、
作

業
暦
、
並
び
に
球
築
用
叉
∴
修
押
用
特
、
産
（
セ
メ
ソ
ト
、
鉄
肝
、
木

材
、
枕
木
、
電
線
、
電
柱
、
機
榊
部
．
分
吊
等
）
消
拝
晶
（
漁
、
釘
、
包

装
材
料
そ
の
他
事
務
用
品
箏
）
及
び
そ
の
他
の
貯
蔵
品
を
い
う
。
」
（
法

人
税
法
取
扱
荊
達
第
一
七
八
号
）
と
親
定
す
る
。

　
而
し
て
棚
卸
資
産
の
評
価
原
則
に
つ
い
一
、
、
法
人
税
法
施
行
規
則
は
、

　
い
、
原
仙
法
、
閉
、
時
価
法
、
閉
、
低
価
法

の
三
つ
と
し
、
そ
の
う
ち
何
れ
か
一
つ
を
選
択
使
用
す
べ
ぎ
こ
と
を
規

定
す
る
と
と
も
に
、

　
更
に
、
原
価
法
、
時
価
法
に
。
対
し
て
は

○
ｏ
、
個
別
法
、
似
、
先
入
先
出
法
、
剛
、
後
入
先
出
法
、
ゆ
、
粋
平
均

法
、
伺
、
移
動
平
均
法
、
ゆ
、
Ｗ
恥
純
平
均
法
、
い
、
最
近
仕
入
原
価
法
、

働
、
死
価
遺
元
法
の
棚
卸
方
法
を
拙
げ
て
い
る
。

　
右
の
う
ち
後
入
先
出
法
（
買
入
逆
法
）
は
、
第
二
次
世
界
大
帆
前
頃

か
ら
物
価
縢
貴
と
重
税
に
悩
む
、
ア
メ
リ
カ
企
業
界
で
、
主
と
し
二

「
実
牧
資
本
の
維
持
」
と
「
架
牢
利
益
の
排
除
」
の
嬰
諦
に
応
じ
二
考

案
さ
れ
た
方
法
で
、
近
年
の
世
ハ
的
物
価
勝
梵
の
僚
向
に
ー
対
応
し
イ
一
各

ｍ
〔
に
。
い
仙
い
／
－
、
沽
仙
め
、
一
、
百
二
妙
祝
少
ｃ
れ
つ
＼
“
め
る
。

　
わ
が
〔
税
法
の
巾
に
お
い
て
も
後
入
先
出
法
は
、
物
伽
勝
丹
の
時
翔

に
は
、
最
も
有
利
な
棚
列
賞
床
祁
価
方
法
で
あ
ろ
と
い
わ
れ
ろ
、
即
ち

　
　
　
■
Ｈ
弓
○
価
額
指
数
構
成

後
入
先
出
法
に
依
れ
ば
、
イ
ソ
フ
レ
時
（
物
価
上
昇
期
）
に
お
い
て
、

売
上
原
価
、
製
品
原
価
の
計
算
は
景
近
の
此
較
的
高
い
価
格
で
決
定
さ

れ
、
期
末
棚
卸
は
常
に
低
い
価
格
で
評
価
さ
れ
る
こ
と
土
江
る
。
従
つ

て
売
上
利
益
は
比
較
的
少
く
な
り
、
架
空
利
益
を
排
除
し
、
所
得
税
・

法
人
税
が
著
し
く
軽
減
さ
れ
る
こ
と
二
な
る
。

　
ま
た
こ
れ
に
対
し
、
デ
フ
レ
時
（
物
価
下
降
期
）
に
は
帳
簿
価
絡
残

高
は
期
首
の
高
い
価
格
で
評
価
さ
れ
、
時
価
以
上
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

商
法
の
時
価
超
過
額
の
禁
止
（
時
価
以
下
評
価
主
義
）
に
よ
り
時
価
ま

で
引
一
－
一
げ
ら
れ
る
か
ら
、
な
ん
ら
の
不
利
を
蒙
る
こ
と
上
狂
ら
な
い
。

　
ア
メ
リ
カ
に
於
げ
る
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
工
業
会
社
、
第
二
次
世

凧
大
戦
後
の
商
事
会
社
の
棚
卸
資
産
評
価
の
会
計
実
践
上
の
傾
向
は
、

移
醐
平
均
法
、
先
入
先
出
法
か
ら
後
入
先
舳
狂
え
と
移
行
し
て
い
る
。

　
一
九
四
七
年
一
月
十
四
日
の
Ｈ
旨
Ｓ
罧
宇
◎
己
一
雪
Ｏ
鶉
・
に
お
け
る

Ｏ
、
、
烹
一
；
言
募
↓
買
Ｏ
；
昌
（
合
衆
円
机
税
裁
判
所
）
の
判
決
に
よ

れ
ぱ
、
弗
価
仇
法
（
づ
・
二
冥
！
、
巳
毒
）
に
よ
つ
て
、
後
入
先
出
按
に
，
よ

ス
、
評
一
仙
慨
を
竹
荷
山
オ
ゐ
こ
と
を
認
め
ろ
に
茅
つ
た
。

　
現
下
の
我
が
旧
に
お
い
で
、
に
、
弗
仙
値
法
の
基
本
的
条
件
と
も
い
う

べ
き
確
実
性
払
ろ
物
仙
指
数
の
算
出
は
困
灘
で
あ
る
か
も
知
れ
衣
い
が
、

シ
ャ
ゥ
プ
初
什
の
紺
火
、
ア
メ
リ
ヵ
舳
税
法
を
多
く
採
用
Ｌ
た
こ
と
に

よ
り
、
ソ
．
イ
、
れ
し
し
柵
当
に
近
似
Ｌ
、
す
で
に
後
入
先
出
の
評
価
方
法
を
認

め
た
わ
が
困
税
法
は
、
近
き
将
来
に
お
い
で
、
、
弗
価
値
法
の
承
認
が
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
（
三
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
三
晋
）

想
さ
れ
る
。

　
本
稿
は
、
か
二
る
思
考
の
も
と
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
．
オ
ブ
．
ア
ヵ
ウ

ソ
タ
ソ
シ
ー
誌
本
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ソ
フ
オ
ー
ド
大

学
の
ウ
ヰ
リ
ア
ム
・
ス
パ
ー
（
考
；
ぎ
冒
戸
○
。
勺
自
、
、
）
教
授
の
「
■

Ｈ
司
○
価
格
指
数
構
成
方
法
、
十
段
階
」
（
雷
Ｏ
≠
け
、
、
Ｏ
。
目
・
。
一
、
自
。
一
＞

Ｈ
■
弓
○
勺
ユ
８
旨
宗
‘
Ｈ
ｏ
Ｏ
ｏ
ａ
喝
．
正
式
に
は
目
３
く
一
一
〇
〇
。
、
旨
Ｈ
、
昌
。

彗
Ｐ
弓
。
臭
二
Ｈ
、
ま
・
Ｈ
己
婁
。
・
三
・
旨
ヨ
・
冒
；
き
ｑ
ぎ
一
；
１

；
一
二
々
亨
・
Ｈ
臣
◎
嵩
竺
さ
｛
○
・
…
冒
；
｛
き
８
書
一
、
箏
。
ｋ
二
人
一
、
、
一
、
・

お
竃
．
一
）
の
概
要
を
紹
介
Ｌ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
虫
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
今
な
お
有
効
、
適
切
な
価
値
指
数
（
？
一
８
一
、
一
｛
。
一
）
の
編
纂
に
、

■
二
・
（
）
の
使
用
に
閑
連
し
一
、
再
発
す
ろ
諦
問
題
の
一
つ
を
解
決
す

る
。
会
計
理
諭
や
、
？
８
２
ｑ
Ｈ
立
き
｝
曽
・
箏
“
、
。
胴
蔓
一
、
二
。
箏
（
大
蔵
省
、

米
－
－
－
財
務
省
帆
則
［
）
の
要
求
と
同
じ
く
、
斯
狐
た
指
数
ば
統
計
軌
範
に

応
ず
べ
き
で
お
ん
と
の
肌
解
の
も
と
に
ー
、
後
入
先
出
法
（
■
、
い
片
．
サ
ｏ
、
い
“
．

○
巨
冒
ｏ
二
；
｛
）
に
よ
ろ
棚
卸
次
バ
床
評
仙
に
使
用
す
ろ
た
め
の
伽
額
指
徴

を
計
算
す
乃
に
必
要
な
統
計
技
術
が
紹
介
さ
れ
、
一
、
い
る
、

　
忌
ま
邑
（
い
・
く
警
冒
・
具
（
合
衆
旧
政
府
）
に
、
目
下
丙
貨
店
に
対

し
／
、
の
み
　
■
Ｈ
弓
（
）
価
額
指
数
を
規
定
し
、
他
の
企
業
に
、
白
ら

〃
健
全
た
統
計
的
基
礎
”
（
。
【
・
冒
｛
。
・
言
責
二
・
巳
暮
。
・
５
に
一
よ
つ
一
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
（
三
八
八
）

指
数
を
準
備
し
、
（
（
一
・
昌
ま
萎
婁
二
一
二
、
一
け
。
、
、
、
、
一
■
、
く
。
芦
一
、
。
（
国
内
歳

入
局
長
官
）
の
寮
査
を
受
げ
ブ
っ
こ
と
に
な
つ
／
、
い
る
、
し
か
し
↓
、
。
、

一
一
讐
ｑ
Ｈ
立
…
言
；
け
（
財
務
省
）
は
使
用
す
べ
き
統
計
技
術
を
一
々
明

記
し
一
、
お
ら
な
い
。
い
う
ま
で
も
衣
く
指
数
の
計
算
は
統
計
軌
範
に
応

ず
べ
き
で
あ
る
か
ら
熟
練
し
た
統
計
家
が
従
事
せ
ね
ぱ
た
ら
た
い
で
あ

ろ
う
。

　
背
景
と
し
！
、
Ｈ
ぎ
三
竃
Ｈ
ぎ
己
一
竃
事
件
、
　
■
、
清
、
、
＞
・
冒
、
げ
。
。
。
一

つ
○
き
；
２
・
邑
９
．
事
件
に
お
い
！
、
戸
○
。
・
弓
蓑
Ｏ
；
二
（
合
衆
困

租
税
裁
判
所
）
が
判
決
し
た
二
つ
の
重
婁
た
原
則
が
同
想
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
即
ち
、

　
１
，
Ｈ
」
Ｈ
勺
○
棚
卸
寮
産
を
計
算
す
ろ
に
つ
い
で
、
、
弗
仙
値
法

（
、
、
｛
○
ご
冒
－
さ
－
毒
、
，
冒
９
一
５
（
一
）
が
承
認
さ
れ
た
。

　
弗
仙
値
法
に
、
各
項
目
に
つ
い
！
、
物
質
－
的
対
応
（
旨
一
算
．
一
一
一
。
”
）
を
必

要
と
し
、
多
■
く
の
時
閉
を
費
消
す
る
”
物
捜
的
鑑
定
法
（
、
、
－
一
プ
サ
一
ｓ
一

昌
９
葦
Ｏ
隻
；
、
，
旨
竺
；
｛
）
と
対
立
す
る
如
く
、
各
部
門
別
に
ら
、
－

ご
竃
合
計
で
比
校
、
詳
仙
が
行
わ
れ
ろ
か
ら
計
算
は
梅
め
、
一
、
簡
巾
化

氾
來
ろ
で
、
ろ
う
。

　
２
、
期
百
及
び
期
末
棚
刊
汽
ゼ
岬
の
仙
額
を
結
び
つ
げ
る
た
め
に

一
昌
婁
；
冒
ご
害
（
物
仙
指
微
）
の
便
則
が
承
認
キ
、
・
れ
た
。

　
後
の
判
決
に
よ
れ
げ
、
こ
れ
は
Ｈ
一
二
・
・
全
一
一
２
、
・
二
、
、
一
・
、
、
；
け
、
、
♂
一
、
、
．

一
８
一
昌
賃
（
併
働
統
計
局
［
貨
店
仙
額
指
数
）
ま
た
∴
個
々
の
八
ム
社



、

に
お
い
て
編
纂
し
、
歳
入
局
長
官
の
審
査
を
経
た
も
の
で
あ
れ
ば
ど
ち

ら
で
も
よ
い
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。
指
数
の
使
用
は
Ｈ
二
弓
○
に
お

け
る
評
価
問
題
を
更
に
簡
便
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
Ｈ
二
弓
○
は
近
年
の
価
額
イ
ソ
フ
レ
ィ
シ
ョ
ソ
（
勺
ま
Ｏ
巨
ま
竈
旨
）

と
共
に
甚
だ
普
及
し
、
最
近
の
五
二
五
社
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
そ
れ

ら
の
約
五
分
ノ
一
が
■
Ｈ
弓
○
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
で
、
い

る
ｏ

　
な
お
そ
の
上
に
、
価
額
は
長
期
雛
勢
に
お
い
て
、
上
昇
傾
向
に
あ
り
、

ま
た
■
Ｈ
司
○
の
使
用
は
景
気
利
潤
（
架
空
利
益
）
を
排
除
す
る
か

ら
利
潤
の
循
環
を
滑
か
に
す
る
傾
向
が
あ
る
の
で
、
そ
の
将
来
が
約
東

さ
れ
た
計
理
様
式
の
一
で
お
る
と
い
え
よ
う
。

　
恐
ら
く
数
千
の
製
品
の
変
動
す
る
棚
卸
に
つ
い
て
平
均
価
額
変
動
を

決
定
す
る
た
め
に
は
、
通
常
代
表
的
項
目
の
標
本
（
。
・
・
昌
巴
・
）
を
と

り
、
そ
し
て
代
表
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
重
要
性
に
よ
つ
て
そ
れ
ら
の
価

額
変
化
を
秤
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
１
、
第
一
に
ー
棚
－
卸
資
産
を
沢
山
の
小
グ
ル
ー
プ
或
い
は
”
納
胞
〃
に

分
刈
す
る
、
、
各
グ
ル
ー
ブ
は
仙
額
が
か
狂
り
一
様
に
動
く
と
期
待
さ
れ

る
密
接
に
、
関
係
し
た
製
品
種
類
か
ら
成
り
立
つ
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
各

グ
ル
ー
ブ
に
つ
い
て
の
総
棚
卸
価
額
は
価
格
比
率
を
秤
量
す
る
た
め
に

有
効
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
く
の
細
胞
に
諸
商
品
を
分
類
す
る
方
法
は
、
労
働
統
計
局
．

　
　
　
Ｈ
ｔ
１
Ｈ
句
Ｏ
価
額
指
数
構
成

（
旨
篶
；
・
｛
Ｈ
。
き
９
０
Ｄ
言
二
閉
；
・
）
の
卸
売
価
額
指
数
（
峯
ぎ
一
＄
甲

庁
軍
一
８
一
邑
婁
）
の
改
訂
に
、
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
２
、
そ
れ
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
大
さ
と
相
違
に
よ
つ
て
変
化
す
る
若

干
の
項
目
を
各
グ
ル
ー
プ
に
お
げ
る
標
本
と
し
て
選
ぶ
。

　
グ
ル
ー
プ
の
処
理
如
何
、
代
表
と
さ
れ
る
項
目
の
選
択
は
弗
価
値
法

の
正
確
性
（
信
頼
性
）
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
全
過
程
に
お
け

る
も
つ
と
も
決
定
的
な
段
階
で
あ
る
。
例
え
ぱ
最
大
の
価
額
増
加
を
し

た
項
目
の
み
を
選
ぶ
こ
と
は
指
数
を
曲
げ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
選
択
は

仕
入
課
長
戎
い
は
棚
卸
資
産
に
通
暁
し
て
い
る
職
員
と
標
本
原
理
に
ー
精

通
し
て
い
る
統
計
家
に
１
よ
つ
て
作
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

　
一
つ
の
項
目
は
同
じ
グ
ル
ー
ブ
を
表
現
し
、
そ
し
て
極
く
少
さ
い
項

目
は
、
著
し
そ
の
製
品
と
類
似
の
特
性
を
も
つ
一
、
い
る
か
、
ま
た
は
全

グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
平
均
一
〇
％
の
如
き
一
様
の
価
額
変
動
を
す
る
と

す
れ
ぱ
、
よ
り
大
き
い
グ
ル
ー
プ
の
価
格
態
を
正
確
に
反
映
す
る
で
あ

ろ
う
。

　
他
方
に
－
お
い
て
、
大
き
い
そ
し
て
、
変
化
多
き
グ
ル
ー
プ
は
よ
り
多
く

の
標
本
を
必
要
と
す
る
。
若
し
各
グ
ル
ー
プ
が
区
分
さ
れ
た
価
値
の
部

類
に
細
分
さ
れ
る
な
ら
ぱ
、
お
の
お
の
の
部
類
に
お
げ
ろ
多
数
の
項
目

は
そ
の
価
値
え
概
略
的
に
割
当
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
に
か
く
、
標
本
項
目
の
選
択
は
各
グ
ル
ー
プ
の
う
ち
か
ら
最
も
基

本
的
な
項
目
を
選
び
、
そ
の
項
目
が
、
当
該
グ
ル
ー
ブ
の
物
価
の
動
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
（
三
八
九
）

●



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
三
晋
）

を
敏
感
に
反
映
す
る
様
な
性
質
を
も
つ
よ
う
に
す
る
。

　
　
弓
｝
ｏ
昂
虜
昌
ｐ
目
◎
｛
Ｈ
も
げ
◎
Ｈ
Ｏ
ｏ
貫
一
冨
二
〇
の
勺
工
ｏ
ｏ
巨
｛
ｏ
■
は
、

　
九
〇
〇
項
目
が
色
三
・
邑
・
？
｝
８
巨
旨
・
を
構
成
し
、
ｏ
。
目
竃
．

　
冒
雪
勺
ま
二
邑
異
に
二
七
〇
項
目
を
含
ん
で
い
る
、
そ
し
て
そ
れ

　
を
岸
勺
罧
言
ｓ
け
。
［
８
ｓ
ぎ
く
昌
一
・
ｑ
モ
ー
８
一
邑
買
の
根
本
基

　
準
と
す
る
。

　
３
、
今
度
は
会
計
年
度
の
期
首
と
期
末
に
選
ぱ
れ
た
商
品
の
原
価

（
８
。
・
一
勺
ユ
８
）
を
求
め
る
。

　
そ
の
場
合
、
期
首
に
在
庫
（
。
・
ざ
県
）
Ｌ
て
い
征
い
項
目
の
最
初
の

価
額
は
、
そ
の
期
聞
申
に
行
は
れ
た
最
初
の
価
格
で
あ
り
、
ま
た
期
首

在
庫
品
中
期
末
に
在
庫
し
て
い
な
い
も
の
、
ま
た
そ
の
明
細
に
変
化
Ｌ

な
か
つ
た
項
目
は
除
外
さ
れ
る
。

　
期
末
締
切
価
額
は
会
社
の
イ
ソ
ヴ
ォ
イ
ス
（
巨
き
一
８
）
ま
た
は
他

の
記
録
に
従
い
そ
の
瑚
問
中
の
最
後
の
仕
入
価
額
と
オ
る
。
Ｈ
・
Ｈ
弓
○

理
論
に
よ
れ
ぱ
、
年
度
末
価
額
が
一
閥
正
確
狂
も
の
で
払
ろ
う
か
ら
、

価
絡
は
製
造
業
者
の
目
録
（
冒
彗
亀
§
言
葛
易
，
ｓ
言
旨
鵯
）
卸
売
市

場
相
場
（
≠
ぎ
一
・
圭
♂
冒
ミ
斤
９
毛
つ
一
皇
・
畠
）
　
ま
た
他
の
期
首
と

期
末
に
公
素
さ
れ
た
も
の
で
も
よ
い
。
そ
れ
ら
は
冒
♂
暮
◎
｛
冒
亭

；
巳
雰
さ
星
・
審
脊
に
お
い
て
原
仙
と
特
別
に
同
一
と
し
て
取
扱
う

こ
と
に
し
て
い
る
。
望
葛
書
ｏ
｛
Ｈ
。
き
ミ
ｏ
。
言
二
。
・
ま
・
　
も
同
様
に

宗
勺
賢
ぎ
ｓ
萎
・
葛
一
具
一
・
六
の
た
め
に
一
般
市
場
相
場
（
口
ｑ
竃
・
；
二
量
．

ニ
ニ
Ｏ
（
三
九
〇
）

÷
ｇ
毛
・
言
二
〇
冨
）
を
採
用
し
た
。

　
４
、
一
〇
〇
ま
と
し
て
の
期
首
価
額
を
基
準
と
し
て
、
年
度
末
価
額

比
率
（
？
一
８
邑
竺
才
ｏ
）
を
計
算
す
る
た
め
に
、
そ
の
期
首
価
顧
で
、

各
項
目
の
期
末
価
額
を
除
す
。

　
か
く
て
、
も
し
も
竃
・
寄
一
×
ｏ
ｏ
け
ミ
串
…
（
標
準
Ｘ
星
印
鎮
孔
器
）

が
、
そ
の
期
間
中
に
１
五
・
○
○
弗
か
ら
六
・
○
○
弗
に
騰
貴
し
た
と
す

れ
ば
、
そ
の
比
率
は

　
　
　
　
９
◎
◎

　
　
　
　
－
×
Ｈ
８
１
１
巳
９
◎
で
あ
る
ｏ

　
　
　
　
閉
．
◎
０

　
５
、
個
々
の
諸
比
率
は
、
綜
合
グ
ル
ー
ブ
指
数
を
得
る
た
め
に
加
重

さ
れ
結
合
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
同
一
の
価
絡
運
動
を
し
て
い
る
密
接
に
関
運
あ
る
商
品
を
含
む
標
本

と
さ
れ
た
項
目
の
期
末
棚
卸
額
を
各
比
率
に
つ
い
て
の
ウ
エ
イ
ト

（
秤
量
値
）
と
し
て
選
ぶ
、
例
え
ぱ
、
も
し
標
本
と
さ
れ
た
項
目
が

曽
邑
９
×
ｏ
ｎ
言
『
岸
；
　
で
あ
る
衣
ら
ぱ
、
そ
し
で
、
ス
タ
ー
、
ド
リ

ル
の
す
べ
て
の
型
が
そ
の
期
間
中
に
価
額
が
二
〇
％
騰
賛
し
た
な
ら

ぱ
、
そ
の
ウ
ェ
ィ
ト
は
Ｘ
型
の
そ
れ
よ
り
む
Ｌ
ろ
斯
様
な
ド
リ
ー
レ
全
体

の
期
末
棚
卸
価
額
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
６
，
Ｈ
」
弓
○
螺
論
に
よ
つ
、
一
、
要
求
さ
れ
た
如
く
、
期
首
仙
額
で

期
末
棚
卸
碓
産
を
評
価
す
る
た
め
に
、
各
商
品
の
価
額
比
率
で
期
末
棚

卸
額
を
割
る
、

　
例
え
ば
ス
タ
ー
、
ド
リ
ル
の
期
末
価
額
が
二
、
四
〇
〇
弗
で
あ
る
な

■



ら
ぱ
、
期
首
価
額
に
お
け
る
価
額
は

　
　
　
　
場
ド
８
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
×
Ｈ
８
“
拐
ジ
８
◎
で
あ
る
、
、

　
　
　
　
ｓ
◎
．
ｏ

　
７
、
次
に
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
標
本
と
さ
れ
た
す
べ
て
の
項
目
の
二

つ
の
棚
卸
欄
を
合
計
す
る
。
そ
し
て
期
首
価
額
で
評
価
し
た
期
末
棚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巌
Ｈ
．
考
９
閑
薫
＆
ｏ
；
毛
冒
｛
ｏ
汁

卸
額
で
総
期
末
棚
卸
額
を
割
る
、
そ
の
結
果
は
加
重
グ
ル
ー
プ
指
数

（
婁
ｏ
緒
ミ
＆
び
ｑ
；
毛
一
邑
婁
）
で
あ
る
。
例
証
は
表
一
に
示
さ
れ
て

い
る
。

ｅ
訟
輯

■

－
議

Ｈ

Ｎ

○
ｏ

ト

｝

’
¢

■

１

Ｉ
　
Ｉ

■
　
　
ｉ

■

Ｌ
婆
書
菌

薫
募
｝
騒
淳
工
鑓
轄
顎
、

蜜
畔
禽
苗
＾
ｓ

魁
凹

／

蜜
耕
蓄
酋
苗

１
’
　
　
，
　
一
　
一
　
　
，
　
　
　
　
一
’
　
■
　
』

，

１
」

由

一
琴
茎
三

一
（
糞
盲
十
杜
Ｘ
Ｈ
８
）

１

ｉ

■
ｏ
ｏ
言
『

、
こ
、
一

二
三
二
三

§
一

貫
§
一

舗
ド
ｏ
８

く
ト
§
…
二
、
、
ｃ
◎
．
８

ミ
阜

妻
一

梯
Ｈ
ト
旨

鵠
Ｈ
ｂ
Ｈ
◎

１

■

－Ｎ
Ｎ
ｇ
三
一
刃
）
亭

、
、
～
．
◎
ｏ

ミ
曇
一

ｏ
◎
◎
一
閉

一
二
主

、
、
　
べ
◎
◎

…

」

’

一

－
綿
介
８
ｏ

胡
卜
８
◎

１

１
　
■

、
亭
１
〕
。
哉
薄
Ｉ
Ｉ
－
刃
ヒ
亭

（
馨
蜆
十
〇
）

’

Ｈ
崖
．
◎
◎

－

１

　
指
数
計
算
を
す
る
場
合
、
期
末
棚
卸
纈
を
基
準
と
し
て
期
首
棚
卸
額

と
の
比
率
を
求
め
る
場
合
と
、
期
菅
棚
卸
額
を
基
準
と
し
て
期
末
棚
卸

額
と
の
比
率
を
求
め
る
場
合
と
が
あ
る
が
、
ス
パ
ー
教
授
に
よ
れ
ぱ
そ

の
差
は
大
き
く
な
い
と
い
ひ
、
前
者
が
－
二
弓
○
理
論
と
よ
く
一
致
し

て
い
る
と
結
論
し
て
い
る
。

　
も
し
年
度
の
終
直
後
に
Ｈ
二
｝
（
）
価
額
指
数
を
計
算
し
、
帳
簿
の
締

　
　
　
ピ
Ｈ
司
◎
価
額
指
数
構
成

　
ま
た
会
社
の
棚
卸
記
録
が
特
別
の
項
目
を
示
さ
ず
、

総
弗
価
値
が
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
征
い
時
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
げ
、
グ
ル
ー
プ
価
額
指
数
を
表
わ
す
た
め
に
、

ー
プ
内
に
お
げ
る
個
々
の
価
額
比
率
の
単
純
平
均
（
昌
塞
色
ま
｛

婁
・
§
潟
）
を
計
箪
す
る
。
即
も
表
１
に
お
け
る
単
純
指
数
は

　
（
ｓ
◎
・
〇
十
－
崇
一
べ
十
い
あ
一
閉
十
己
ｏ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
・
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
一
（
三
九
一
）

切
を
急
ぐ
場
合
に
は
、
期
首
棚
卸

額
が
ウ
ェ
ィ
ト
と
し
て
使
用
さ
れ

る
。
こ
の
場
合
に
は
期
末
加
重
価

額
を
得
る
た
め
個
々
の
価
額
比
率

に
乗
じ
、
そ
れ
か
ら
各
グ
ル
ー
プ

で
標
本
と
さ
れ
た
項
目
の
加
重
価

額
を
合
計
し
、
総
期
首
棚
卸
額
で

除
す
。
そ
の
結
果
を
グ
ル
ー
プ
指

数
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ
別
の

　
　
　
　
　
多
数
の
小
さ
い
同
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
グ
ル



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
．
第
三
号
）

で
あ
る
。
多
数
の
グ
ル
ー
ブ
指
数
そ
れ
自
身
そ
の
部
門
指
数
を
決
定
す

る
た
め
に
そ
れ
ら
の
棚
卸
額
に
よ
つ
ノ
一
－
、
加
寛
さ
れ
る
か
ら
こ
の
近
道
法

（
を
三
・
；
一
…
・
巳
；
一
）
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
粗
雑
な
グ
ル
ー
プ
指

数
だ
が
相
当
に
正
確
な
部
門
指
数
を
与
え
る
こ
と
工
次
ろ
。

　
あ
る
場
合
に
１
お
い
／
、
、
異
常
な
情
勢
を
現
わ
す
、
非
常
に
高
い
又
は

低
い
価
絡
比
率
を
貝
出
す
こ
と
が
あ
る
、
こ
の
時
に
修
正
手
段
と
し
て

最
も
高
い
そ
し
、
「
、
最
も
低
い
関
係
の
一
つ
或
い
は
二
つ
を
省
い
て
、
残

り
の
価
額
此
率
を
平
均
す
る
。

　
８
、
各
グ
ル
ー
プ
指
数
は
、
部
門
面
格
指
数
を
見
出
す
た
め
結
合
す

る
加
に
加
重
さ
れ
ね
ぱ
次
ら
な
い
。
期
百
価
額
で
棚
卸
汽
産
を
表
わ
す

た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
価
額
指
数
で
各
グ
ル
ー
プ
の
期
夫
棚
卸
額
を
割
ろ
。

　
部
門
別
仙
額
指
数
は
各
グ
ル
ー
プ
指
数
を
ま
と
め
一
「
．
作
成
」
、
亨
た

部
門
別
指
数
を
い
く
つ
か
集
合
し
一
一
、
、
初
め
で
．
企
業
全
体
の
仙
額
指
数

を
作
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
お
ゐ
。
部
門
別
仙
纐
指
数
の
計
算
は
グ
ル

ー
プ
別
指
数
計
算
と
同
じ
手
続
で
計
上
さ
れ
る
。
部
門
に
会
社
の
慣
習

的
会
計
分
類
に
征
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
○
；
三
・
…
一
・
、
套
、
、
｛
Ｈ
。
言
、
目
巳

■
？
¢
目
焉
け
｛
会
社
総
指
数
よ
り
む
し
ろ
若
十
の
部
門
一
別
指
焚
の
便
ｍ
一

を
強
謝
し
一
、
い
る
が
ど
の
程
度
の
篶
門
化
が
襲
求
さ
れ
て
い
る
か
ぱ
確

か
で
な
い
。
部
門
は
多
く
分
揮
す
れ
げ
オ
ブ
～
程
そ
の
指
数
の
計
箆
げ
慎

雑
と
次
ろ
が
、
そ
の
反
丙
正
確
、
件
が
大
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
之
三
；
巳
ご
己
・
三
ユ
ｐ
一
〇
・
ま
雪
；
８
事
…
－
は
そ
の
始
め
の
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
ニ
（
三
九
二
）

貨
店
指
数
に
五
二
部
門
便
用
し
た
、
雪
呂
・
二
七
、
ｏ
。
秦
ｇ
２
は
三

九
部
門
使
用
し
た
。
最
近
旨
、
・
；
・
｛
Ｈ
・
き
買
○
Ｄ
言
豪
ま
・
指
数
は

百
貨
店
の
棚
卸
資
産
を
十
部
門
に
分
げ
弗
価
値
法
を
適
用
す
る
こ
と
に

し
て
い
ろ
。

　
９
、
各
部
門
に
ー
お
げ
る
す
べ
〆
、
の
グ
ル
ー
プ
の
二
つ
の
棚
卸
欄
を
合

計
し
、
そ
の
部
門
指
数
を
得
ろ
た
め
に
期
首
価
額
で
評
価
し
た
期
末
棚

卸
顧
で
、
総
期
末
棚
卸
額
を
割
る
。
こ
れ
は
Ｈ
」
Ｈ
弓
○
に
使
用
さ
れ
る

指
数
で
あ
る
。
そ
の
手
続
は
表
２
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
巌
～
Ｕ
｛
ミ
ｇ
６
三
巳
－
、
ユ
８
旨
ま
内
ｅ
卑
輯

一
／
１
／
　
養
Ｈ
．

一
／
　
／
一

一
　
　
　
　
　
　
－

一
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
／
　
　
　
一

温
口
　
　
　
’
　
一

一
（
、
、
亭
１
】
百
し
／
一

Ｎ

ｃ
◎

ト

、
，
亭

】
。
誌

１
蝉

Ｈ
．
マ
：
・
萄
一

　
　
　
；
　
　
一

｝
崖
一
Ｇ
ｏ

Ｈ
Ｈ
Ｏ
．
◎

喜
籔
、
講
蔀

胡
旨
６
邊

一
一
竃
二

挽
Ｈ
９
８
０

■
藷

一
一
ミ
８
一

ｃ
。
一
議

一
嵩
一
、
、
一
ま
富

’

　
、
セ
４
　
一
「
　
．
，

薗
」

■

【
云
　
■

Ｈ
０
０
．
○

、
、
］
．
◎
一
〇
〇
◎
◎

、
、
　
Ｈ
◎
一
◎
ｏ
◎
◎

　
　
　
　
　
一
、

　
　
　
琴
二

＼
一
ノ
嵩
畑
当
　
一

丁
ト
Ｈ
Ｈ
◎
“
ら
Ｈ

、
、
　
◎
◎
Ｏ

伽
ｃ
ｏ
～
ｂ
黒

一
一
　
Ｈ
ｂ
８

伽
　
ｃ
．
９
８
◎

　
期
首
棚
卸
汽
所
が
ウ
ェ
ィ
ト
と
し
！
．
値
用
さ
れ
る
場
合
に
１
は
、

ら
の
仙
額
は
各
グ
ル
ー
プ
の
価
額
指
数
に
．
よ
つ
て
乗
ぜ
ら
れ
る
、

こ
れ

そ
し



て
そ
の
種
の
す
べ
て
の
合
計
は
、
そ
の
価
額
指
数
を
決
定
す
る
た
め
に

各
部
門
に
お
げ
る
総
期
首
棚
卸
資
－
産
に
よ
つ
て
除
ぜ
ら
れ
る
。
そ
の
手

続
も
叉
グ
ル
ー
。
プ
指
数
を
計
算
す
る
場
合
と
全
く
同
様
で
あ
る
。

　
１
０
、
後
年
の
価
額
指
数
は
、
一
〇
〇
％
と
し
て
の
第
一
年
度
期
首
の

価
額
に
基
礎
が
置
か
れ
る
、
そ
こ
で
芳
し
も
最
初
の
■
Ｈ
弓
（
）
の
そ
れ

ぞ
れ
の
指
数
が
、
Ｈ
さ
今
８
一
ｐ
■
９
９
　
で
あ
る
狂
ら
ぱ
、
第
二
年

度
に
対
す
る
累
積
的
指
数
は
Ｈ
８
６
×
８
・
◎
十
Ｈ
８
Ｈ
Ｈ
◎
ｃ
。
。
◎
そ
し
一
、
第

三
年
度
に
は
岩
申
◎
×
Ｈ
Ｈ
９
◎
十
Ｈ
８
Ｈ
Ｈ
曇
Ｏ
。
で
あ
る
。

　
Ｈ
二
弓
○
指
額
指
数
の
便
田
川
は
他
の
所
で
詳
細
に
叙
述
さ
れ
て
い
る

の
で
此
処
に
は
省
賂
さ
れ
て
い
る
が
、
要
す
る
に
１
、
期
首
価
額
に
よ
る

各
部
門
の
期
末
棚
卸
襯
が
期
首
棚
卸
額
よ
り
少
く
な
る
と
ぎ
は
、
そ
の

金
網
が
■
Ｈ
匂
（
）
締
切
棚
卸
纐
と
Ｌ
！
、
使
用
さ
れ
る
、

　
も
し
も
期
首
価
額
に
よ
つ
て
評
価
し
た
期
末
棚
卸
額
が
期
首
棚
卸
額

よ
り
大
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
現
今
は
普
通
で
あ
ろ
が
、
そ
の
差
は
指
数
に

よ
つ
て
乗
ぜ
ら
れ
辛
、
の
続
果
け
“
Ｈ
『
（
）
締
切
仙
額
を
得
ろ
た
め
に
実

際
洲
首
棚
卸
．
額
に
腕
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
　
＊

　
」
九
四
八
年
バ
ー
ス
（
ま
し
［
・
ｎ
・
）
及
び
ス
イ
ー
二
１
（
○
○
毒
竃
２
）

事
件
に
お
い
／
、
、
粗
税
裁
判
所
（
弓
婁
Ｏ
；
具
）
が
弗
伽
値
法
の
適
法

な
る
こ
と
認
め
た
こ
と
に
よ
つ
一
．
財
務
省
も
そ
の
「
規
則
」
を
改
正
し
、

弗
価
位
法
を
承
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
■
Ｈ
弓
○
個
額
指
数
構
成

弗
価
値
法
は
棚
卸
資
産
評
価
の
た
め
の
一
計
理
様
式
で
そ
れ
は
後
入
先

出
法
に
１
属
す
る
一
方
法
で
あ
る
。
即
ち
後
入
先
出
法
で
棚
卸
計
算
を
な

す
場
合
、
価
額
変
動
指
数
を
用
い
て
簡
単
に
そ
れ
と
同
一
の
効
果
を
得

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
伝
統
的
な
後
入
先
出
法
に
よ
る
棚
卸
資
産
の
計
算
は
全
資
産
の
棚
卸

を
必
裏
と
し
、
各
項
目
毎
に
１
後
入
先
出
価
額
を
計
算
す
る
必
要
が
お
る
。

従
つ
！
」
趣
め
て
多
数
の
棚
卸
項
目
を
持
つ
企
業
に
と
つ
て
は
技
術
的
に

不
可
能
な
る
こ
と
が
あ
る
。
其
処
で
個
々
の
数
量
叉
は
原
価
の
対
応
を

必
要
と
す
る
煩
雑
を
防
け
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
弗
伽
値
法
で
あ

つ
一
、
、
棚
卸
資
産
の
諮
項
目
を
同
質
性
、
代
替
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
適
当
な
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
ち
、
一
グ
ル
ー
プ
に
－
含
ま
れ
た

各
項
目
の
相
対
的
変
化
を
無
祝
し
、
て
、
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
弗
価

彼
額
の
増
減
に
よ
つ
て
棚
卸
計
算
を
な
さ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
る
。

　
弗
価
値
法
に
あ
つ
！
、
に
、
期
末
棚
卸
汽
産
ー
は
期
末
の
原
価
及
び
期
首

の
原
仙
で
評
仙
さ
れ
る
、
一
そ
し
て
期
首
の
原
価
で
評
価
し
た
金
額
が
期

首
実
際
在
高
よ
り
少
く
た
い
と
き
は
、
そ
の
翔
末
棚
卸
資
産
を
期
首
の

原
仙
で
評
価
し
た
金
額
が
当
該
部
門
棚
卸
賓
産
の
評
価
額
と
な
る
。
例

え
ぱ

　
　
期
首
拠
、
品
の
期
首
原
価
　
五
、
Ｏ
○
○
弗

　
　
期
末
製
品
の
期
末
原
価
　
四
、
八
Ｏ
Ｏ
弗

　
　
期
末
製
品
の
期
首
原
価
　
四
、
○
○
○
弗
　
比
率
二
一
〇
・
○
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
（
三
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
挙
（
第
一
巻
・
第
三
号
）

　
こ
の
場
含
ユ
棚
卸
資
産
が
減
少
し
た
と
き
で
あ
り
四
、
○
○
○
弗
が

評
価
額
と
な
り
ま
た
次
期
繰
越
と
な
る
。
期
末
棚
卸
資
産
を
期
首
の
原

価
で
評
価
し
た
金
額
が
期
首
実
際
在
高
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
搦
過

都
分
に
つ
い
て
は
、
期
末
原
価
が
期
首
原
価
を
超
え
ろ
割
合
で
増
額
し
、

こ
れ
を
期
首
在
高
に
加
え
た
金
額
を
当
該
部
門
棚
卸
評
価
額
と
す
る
の

で
あ
、
る
。

　
例
え
ば

　
期
首
製
品
の
期
首
原
価
　
五
、
○
○
○
弗

　
期
末
製
品
の
翔
末
原
価
　
六
、
六
〇
〇
弗

　
期
末
製
品
の
期
首
原
価
　
五
、
五
〇
〇
弗
　
比
率
二
一
〇
・
○
○

　
こ
れ
は
期
末
棚
卸
資
産
を
期
首
の
原
価
で
評
価
し
た
金
額
が
期
首
実

際
在
高
を
超
え
た
例
で
、
期
末
製
品
の
期
末
原
価
五
、
五
〇
〇
弗
か
ら

期
首
棚
卸
資
産
の
期
首
原
価
五
、
○
○
Ｏ
弗
を
差
引
く
と
そ
の
超
過
分

は
五
〇
〇
弗
で
あ
り
、
こ
れ
に
二
一
〇
％
を
乗
ず
れ
ぱ
六
〇
〇
弗
と
な

る
。
従
つ
て
こ
の
場
合
の
後
入
先
出
期
末
評
価
額
は

　
　
伯
“
８
◎
十
渤
ｏ
８
１
１
胡
９
０
８
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
斯
様
に
、
翔
末
棚
卸
資
産
を
期
首
価
額
及
ぴ
期
末
価
額
で
評
価
す
る

の
で
あ
る
が
、
期
末
　
額
に
よ
る
期
末
棚
卸
在
高
を
期
首
価
額
で
計
算

す
る
場
合
、
そ
の
計
算
を
簡
単
化
す
る
た
め
に
指
数
（
原
価
騰
賛
率
）

を
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
。
既
述
の
如
く
労
働
統
計
局
は
百
貨

店
に
適
用
せ
ら
れ
る
べ
き
価
額
指
数
を
発
表
す
る
も
、
他
の
企
業
は
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
四
（
三
九
四
）

づ
か
ら
「
鰹
全
な
続
計
的
基
礎
」
に
立
脚
し
て
指
数
を
作
成
し
、
国
内

歳
入
局
長
宙
の
審
蚕
に
合
椿
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
に
な
つ
一
、
い

る
本
稿
は
ス
パ
ー
（
オ
…
・
冒
＞
・
○
。
℃
一
…
）
教
授
に
よ
る
指
数
作
成

方
法
に
関
す
る
論
攻
の
大
要
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
問
的
余

裕
に
乏
し
か
つ
た
の
で
、
不
十
分
、
不
足
の
点
｝
」
後
日
稿
を
改
め
て
補

足
し
た
い
と
思
つ
て
い
る
。

謹
◎
「
商
晶
・
原
材
料
・
仕
掛
品
・
半
製
晶
・
製
晶
・
そ
の
他
の
貯
蔵

　
　
晶
等
の
棚
卸
資
産
の
取
得
原
価
は
、
実
際
購
入
原
価
叉
は
平
均
購

　
　
入
原
価
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
買
入
順
法
・
平
均
原
価

　
　
法
等
に
ー
よ
り
取
得
原
価
を
算
定
し
難
い
場
合
に
ー
は
、
基
準
棚
卸
法
、

　
　
小
売
棚
卸
法
等
に
よ
る
一
定
の
棚
卸
評
価
基
準
を
採
用
す
る
こ
と

　
　
が
串
来
る
。

　
　
商
晶
及
び
原
材
料
に
、
つ
い
て
は
、
そ
の
時
価
が
取
得
原
価
よ
り
も

　
　
下
落
し
た
場
合
に
は
時
価
に
．
よ
り
評
価
す
る
こ
と
が
閏
来
る
（
貸

　
　
借
対
照
表
原
則
、
淡
産
の
貸
借
対
照
表
価
綱
五
ノ
Ａ
）

　
＠
財
産
目
録
は
、
動
産
、
不
動
産
、
債
権
、
其
の
他
の
財
産
に
価
椅

　
　
を
附
し
て
之
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
す
。

　
　
其
の
価
額
は
財
産
目
録
調
製
の
時
に
拍
け
る
価
額
を
超
ゆ
る
こ
と

　
　
を
得
ず
、
営
業
用
の
固
定
資
産
に
付
て
は
前
項
の
規
定
に
１
拘
ら
ず
、

　
　
其
の
取
得
価
額
叉
は
製
作
価
額
よ
り
相
当
の
滅
損
額
を
搾
除
し
た

　
　
る
価
額
を
附
す
る
こ
と
を
得
。

　
　
商
法
第
一
篇
総
則
節
五
章
商
業
帳
簿
第
三
十
四
条


